
(1)                 気仙沼高校通信（全日制）      令和8年(2026年) 2月吉日 

 

終
業
式
・
賞
状
伝
達
式 

５月１４日 マンドリン部 中央公民館 

５月２１日 ダンス部 はまなすホール 

新入生代表宣誓 

吹奏楽部 

マンドリン部 

ダンス部 

 

高
校
生
活
の
最
大
と
も
い
え
る
学
校
行
事
、

２
学
年
修
学
旅
行
が
１
２
月
１
２
日
（
金
）
～

１
５
日
（
月
）
の
３
泊
４
日
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 

 

今
年
度
、
初
日
集
合
時
間
の
気
温
が
気
仙
沼

で
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
路
面
が
凍
結
し
…
。

そ
の
結
果
、
一
ノ
関
駅
ま
で
の
バ
ス
が
大
幅
に

遅
れ
、
予
定
の
新
幹
線
に
乗
車
で
き
な
い
と

い
っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
遅
く
な
っ
た
も
の
の
予
定
の
行

程
を
無
事
こ
な
し
、
清
水
寺
を
は
じ
め
冬
の
関

西
・
京
都
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

２
日
目
の
班
別
研
修
、
３
日
目
の
Ｕ
Ｓ
Ｊ
な

ど
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
、
早
朝
の
送
迎
な
ど

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

１
２
月
２
３
日
（
火
）
賞
状
伝
達
式
・
終
業
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
賞
状
伝
達

式
で
は
、
団
体
の
部
で
調
理
部
・
軽
音
楽
部
・
文
芸
部
が
、
個
人
の
部
で
は
落
合
直

文
短
歌
大
会
や
各
種
大
会
で
入
賞
し
た
文
芸
部
の
皆
さ
ん
、
宮
城
県
高
校
英
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
Ａ
部
門
２
位
受
賞
の
１
年
柏
さ
ん
な
ど
多
数
の
生
徒
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
時
間
の
都
合
で
表
彰
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
宮
城
県
高
等
学
校
新
人

大
会
学
校
対
抗
の
部
で
優
勝
し
た
男
女
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、
男
子
フ
ル
ー
レ
個
人
で

優
勝
し
た
高
橋
さ
ん
や
女
子
個
人
フ
ル
ー
レ
個
人
で
優
勝
し
た
臼
井
さ
ん
な
ど
多
く

の
生
徒
の
大
会
で
の
入
賞
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

終
業
式
で
は
、
校
長
先
生
の
お
話
、
生
徒
安
全
部
長
か
ら
の
冬
休
み
の
注
意
の
あ

と
各
学
年
で
学
年
集
会
を
実
施
し
、
令
和
７
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

本
当
に
沢
山
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
活
躍
で
令
和
７
年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
以
下
団
体
の
受
賞
の
み
掲
載
と
い
た
し
ま
す
。 

 
調
理
部 

 

第
１
６
回
全
国
和
菓
子
甲
子
園
決
勝
戦
大
会 

奨
励
賞 

 
 
 
 
 

第
３
回
高
校
生
と
つ
な
が
る
！
つ
な
げ
る
！
ジ
ー
ニ
ア
ス
農
業
遺
産 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト 

審
査
員
特
別
賞 

軽
音
楽
部 
第
１
１
回
宮
城
県
高
等
学
校
対
抗
バ
ン
ド
合
戦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
年
生
大
会
準
グ
ラ
ン
プ
リ 

 
 

文
芸
部 

 

第
２
２
回
宮
城
県
高
等
学
校
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル 

部
誌
部
門 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

優
良
賞 

 

『
緑
光
ス
ペ
シ
ャ
ル2025

』 

～ 沢 山 の 思 い 出 と と も に

 

修
学
旅
行
の
余
韻
も
ま
だ
残
る
１
２
月
、
い

よ
い
よ
来
年
度
の
大
学
受
験
を
見
据
え
た
２
学

年
学
習
合
宿
が
１
２
月
２
４
日
（
水
）
～
２
６

日
（
金
）
の
２
泊
３
日
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
岩
手
県
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
、
進
学
希
望
者
約
５
０
名
が
３
日
間

文
字
通
り
朝
か
ら
晩
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も

手
放
し
、
勉
強
漬
け
の
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
も
返
上
？
し
て
の
合
宿
に
、
白 

幡
校
長
は
じ
め
数
名
の
職
員
サ
ン
タ
？
が
激

励
と
差
し
入
れ
に
…
。
黙
々
と
勉
強
す
る
姿

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
で
の
激
励
を
反
省
し

ま
し
た
（
某
主
幹
教
諭
）
と
の
コ
メ
ン
ト

も
。
大
学
受
験
を
約
１
年
後
に
控
え
、
好
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 



(2)                 気仙沼高校通信（全日制）       令和８年(2026年)  2月吉日 

北 海 道 滝 川 高 等 学 校 来 校 

宮 崎 県 立 日 南 高 等 学 校 来 校 

生徒総会 

壮行式 

地
域
社
会
研
究
・
課
題
研
究
全
体
発
会
表
会 

 
１
１
月
下
旬
か
ら
１
月
下
旬
に
か
け
て
、
防
災
関
連

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
生
徒
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

 

気
仙
沼
市
や
県
主
催
の
防
災
関
連
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で

な
く
、
今
年
度
は
兵
庫
県
・
毎
日
新
聞
社
主
催
の
「
ぼ

う
さ
い
甲
子
園
」
で
気
仙
沼
高
校
が
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
１
月
２
４
日
（
土
）
に
は
、
神
戸
市
「
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
で
の
授
賞
式
に
も
参
加
し
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
１
月
２
０
日
（
火
）
、
遠
く
宮
崎
県
か
ら

宮
崎
県
立
日
南
高
等
学
校
の
生
徒
３
名
、
先
生
１
名

が
本
校
を
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

４

Ｒ
（R

e
f
u
s
e
 
R
ed
u
c
e
 
R
e
u
s
e
 
R
e
c
y
c
l
e

）

や
防
災
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
や
交
流
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
同
時
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
北
海
道
・

九
州
と
一
ヶ
月
に
２
度
、
日
本
列
島
の
南
北
の
高
校

生
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

１
月
３
１
日
（
土
）
１
学
年
地
域
社
会
研

究
・
２
学
年
課
題
研
究
の
最
終
発
表
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
１
学
年
地
域
社
会
研
究
４
２

テ
ー
マ
、
２
学
年
課
題
研
究
１
４
０
テ
ー
マ
、

石
巻
好
文
館
高
校
か
ら
も
４
テ
ー
マ
の
研
究
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
保
護
者
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

市
内
中
学
生
も
発
表
会
に
招
待
し
、
気
仙
沼
高

校
の
探
究
学
習
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

 

ま
た
、
今
回
の
全
体
発
表
会
に
先
立
っ
て
、

１
月
１
４
日
（
水
）
に
は
、
一
般
社
団
法
人

cotohoku

代
表
理
事
の
伊
藤
真
結
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
探
究
校
内
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
全
体
発
表
会
の
質
疑
応
答
で
は
、
探
究
校

内
研
修
会
で
手
に
入
れ
た
「
深
掘
り
悪
魔
の
ド

リ
ル
」
（
な
ぜ
？
を
問
う
手
法
）
を
活
用
し
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
体
発
表
会
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

１
学
年
を
対
象
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に

つ
い
て
学
ぶ
「
い
き
い
き
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト

事
業
」
が
１
２
月
５
日
（
金
）
家
庭
基
礎
の
時

間
を
活
用
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
男
女
共
同
参
画
社
会
基
礎
講
座
と
し
て
、
第

一
部
は
宮
城
県
環
境
生
活
部 

共
同
参
画
社
会

推
進
課
男
女
共
同
参
画
推
進
専
門
監 

大
沼 

史

柄
氏
か
ら
の
講
話
を
、
第
二
部
で
は
本
校
卒
業

生
の
東
北
労
災
病
院
臨
床
研
修
医 

藤
本 

瑞
生

さ
ん
か
ら
後
輩
達
に
向
け
て
在
学
中
の
進
路
選

択
な
ど
の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 

 

卒
業
後
の
単
な
る

「
学
校
選
択
」
で
は

な
い
「
キ
ャ
リ
ア
形

成
」
に
つ
い
て
考
え

る
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。 

男 女 共 同 参 画 社 会 に つ い て 学 ぶ 

～ い き い き キ ャ リ ア ス タ ー ト ～ 

 

１
月
７
日
（
水
）
、
恒
例
の
北
海
道
滝
川
高

等
学
校
の
皆
さ
ん
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
東
北
研
修
と
し
て

本
校
を
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
伊
豆
沼
～
気
仙
沼
～
多
賀
城
と
、
自

然
環
境
や
防
災
に
つ
い
て
の
学
び
を
テ
ー
マ
に

１
１
名
の
高
校
生
が
来
校
し
、
本
校
生
徒
会
を

中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
と
交
流
会
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

交
流
会
で
の
気
仙
沼
の
魅
力
を
伝
え
る
ク
イ

ズ
で
は
、
お
な
じ
み
「
ホ
ヤ
ぼ
ー
や
」
や
「
も

う
か
の
星
」
に
関
す
る
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
避
難
所
で
遊
べ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
利
用
し
た
玩
具
な
ど
も
制
作
し
、
短
い
時
間

な
が
ら
充
実
し
た
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

高
校
生
津
波
サ
ミ
ッ
ト
・
み
や
ぎ
防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

 

気
仙
沼
市
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
表
彰
式
参
加 

（
宮
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 


